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青森県におけるメロン炭腐病の被害の軽減対策

は　じ　め　に

メロン炭腐病はMacrophomina phaseolinaによる土壌
病害の一種であり，根部の褐変～黒変腐敗を伴う地上部
の黄化・萎凋・枯死症状を引き起こす（図―1a，b）。罹病
した根の表皮内には亜球形～楕円形，表面平滑，黒色の
微小菌核が形成される（図―1c）。また，果実が汚染土に
触れて病原菌が感染すると，果実内部まで腐敗する

（図―1d，e）。本菌は 35℃付近を生育適温とする高温性
菌（藤永ら，2002；岩間，2019）であるため，着果後の
特に 7～8月の高温期に当たる収穫間際～収穫期にかけ
て萎凋，枯死株が急増し，果実の肥大不良や糖度低下，
日焼け果の発生などの経済的な損失をもたらす。
青森県では，2017年につがる市の現地圃場において，
初めて本病の発生が確認されている（岩間，2019）。し
かし，当時は登録のある農薬もなく，耕種的な対策に関
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図－1 メロン炭腐病の病徴と病原菌
a：地上部の黄化，萎凋．b：罹病した根部（左）と健全な根部（右）．c：罹病根部表皮内に
形成された微小菌核（バーは 200μm）．d：被害果の外観．e：被害果の断面．
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